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社団法人 名古屋西法人会 講演会

「地域から
 日本の未来を考える」

日　時	 平成24年２月３日(金)

場　所	 ウェスティンナゴヤキャッスル

講　師	 第29代航空幕僚長

	 田母神 俊 雄  氏

“日本派”の
政治家がいない

いまご紹介いただきました

危険人物の田母神です。危ない

奴だと叩かれまして、こんなに

背が小さくなってしまいました
(笑 )。

私は日本の国が大好きで、

「日本の国はいい国だった」と

論文を書いて、３年前クビにな

りました。でも世界中で自分の

国を褒めて公職を追われる国は

ありません。「問題を起こすな。

正しいことを言うと問題が起き

るから言わなくていい」という

政治スタイルが日本をダメにし

たと思います。

外交でも一歩下がって問題を

まとめると、そこがスタート地

点になり、また問題が起きると

また一歩下がる。この繰り返し

で日本の立場がだんだん不利に

なっています。

国際政治は富と資源の分捕り

合戦です。

第二次大戦までは戦争をして

富や資源を分捕りに行きました

が、いまは情報合戦の時代にな

りました。

いま日本は中国派とアメリカ

派が勢力争いを繰り返している

状況で、“日本派”の政治家があ

まりいません。しかし、それで

は日本は損するばかりです。

アメリカや
中国による日本侵略

戦後、米ソの冷戦構造のなか

で、日本はアメリカと国益が重

なるためアメリカに守られ経

済発展するという、戦後復興に

とって極めて恵まれた状況にあ

りましたが、1991年冷戦が終

わって、アメリカは経済戦争で

最大の脅威になるであろうと日

本を経済植民地化しようとして

いるのです。

1993 年の宮澤・クリント

ン日米首脳会談で、年に一度日

米間で年次改革要望書を交換す

ることが決まり、2009年まで

約20年近く行われました。

アメリカの要求は具体的で、

かつ実現するまで執拗に要求し

てきます。

日本はアメリカからの要求

に100点満点の解答で応えよ

うと努力し、要望は２～３年で

法律になる状況が続いています

が、次から次へと作られた法律

は企業経営者の手足を縛るもの

ばかりです。

年次改革要望書は 2011年

から要望書の交換ではなく日米

経済調和対話に形を変えました

が、内容は年次改革要望書と違

いはありません。

昨年の４月８日民主党政権は

規制・制度改革委員会がとりあ

げた 132 項目を閣議決定し、

７月１日から実施しましたが、

日本を中国にくれてやるという

ような内容でした。さらに恐ろ

しいのは外国人住民基本法が閣

議決定されようとしていること

です。

日本に来て５年経つと、不法

滞在者であろうが密入国者でも

関係なく、日本人と同じ権限を

外国人が得られる法律です。こ

んなバカな法律がありますか。

日本は軍事的に侵略される心

配は少ないと思いますが、法律

を変えて日本の中から壊されて

しまうのです。

日本はもっと
軍事力の強化を

国を守るには軍事バランスが

必要です。「戦ったら負けない」

という形にしておかないと、相

手の国は外交交渉に応じてく

れません。軍事力は外交交渉の

テーブルの上に引きずり出すた

めにあるのです。

以前、前原外務大臣や菅総理

大臣がロシアに抗議しました

が、無視されて終わりでした。

軍事力が弱いからです。核兵器

を持っているか、いないかに

よって国際政治をするときの発

言力は天と地ほど違うのです。

いま国際政治を動かしている

のは核武装国です。

20年前の日本は中国の海軍

や空軍を相手にしていませんで

したが、中国は毎年軍拡してい

き、日本は軍縮し、いまや中国

は日本を圧倒する軍事力です。

2020 年までに原子力空母を

含む空母を６隻持つと宣言して

います。

空母を持つということは海上

に飛行場ができるということで

すから戦術が変わるのです。い

ま中国は沖縄諸島を中国領土に

しようと狙っています。

人種平等の世界
をつくった日本

自衛隊は日本の法律に沿った

活動しかできません。

それ以外の事態が生じると自

衛隊は行動をストップして、国

会で法律が成立するまで動けな

いのです。

それは「日本はかつて侵略戦

争をして支那や朝鮮に迷惑を

かけた。自衛隊はあまり強くな

らないほうがいい」という自虐

史観に取り付かれているからで

す。

しかし、日本は支那を侵略し

たのでもなく、好戦的だったか

ら日米戦争になったわけでも

ありません。戦争をしかけられ

て、やむを得ず立ち上がったの

です。

白人国家は 15 世紀くらい

から有色人種の国を植民地にし

て、第二次大戦まで、有色人種

の人たちを牛や馬同然に扱って

いました。それが人種平等の世

界になったのは日本が戦ったか

らです。

白人国家の植民地主義に終止

符を打ったのは第二次大戦にお

ける日本の戦いであったので

す。

タイのククリット元首相は

「我々がいま白人国家と対等な

口がきけるのは、身を殺して仁

をなした日本というお母さんが

あったお陰である。日本という
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お母さんは難産で母体を損なっ

たけれど、産まれた子ども、す

なわち東南アジア諸国はすくす

くと育っている。

昭和 16年 (1941)12 月 8

日真珠湾攻撃の日は、日本が我

々子どもを守るために重大な決

心をされた日である。この日を

我々は忘れてはならない」とい

う言葉を残しています。

ビルマやインド、インドネシ

アなどの東南アジアの首脳たち

は日本に感謝しています。

我々は人種平等の世界を作る

ために日本が果たした歴史的役

割をもっと肯定的に評価してい

いし、誇りとして子どもたちに

伝えていいと思います。

日本は支那や台湾、朝鮮半島

を植民地にしたわけではありま

せん。

朝鮮人も帝国議会の国会議員

になっていますし、陸軍士官学

校を出て帝国陸軍の将校になっ

て、日本人の兵隊を指揮する場

面はごく普通でした。

また日本政府は日本人と分け

隔てなく金鵄勲章を与えていま

す。白人国家がとった愚民化政

策とは対局にあります。

日本が侵略国家だと言われる

のは、アメリカによって「正義

の国・民主主義の国アメリカ、

極悪非道の独裁国家日本」とい

う歴史教育が占領下でなされ、

いまもその延長上にあるという

ことです。

弱い放射能は
危なくない

昨年、東日本大震災が起き、

放射能汚染が騒がれています

が、福島県原発周辺の放射能は

全く危なくありません。

アメリカ軍が日本から逃げた

のは、これを機会に日本人に放

射能の恐怖を煽って「核武装を

するなどとんでもない」という

機運を作ろうという国際政治上

での腹黒い動きです。

「弱い放射線でも浴び続けると

突然変異が起きて危ない」とい

うＬＮＴ仮説は間違いである

と、1982年にアメリカの宇宙

飛行士の身体検査を担当してき

た博士が論文で書いています。

宇宙飛行士は、宇宙で累積

200ミリシーベルトの放射能

を浴びるのですが、免疫体系が

強くなっているし、がん抑制遺

伝子も活発に働くようになって

いる。

それは人体のＤＮＡが放射線

でやられても常時修復作業が

行われているからで、放射線は

瞬間にどれだけ浴びるかが問題

で、累積は意味ないのです。

日本の弱体化のために利用さ

れないように、日本は歴史と放

射能に対する認識を改め、「自

分の国は自分で守る」という方

向に行くべきだと思います。

※この記事は平成24年２月３日
の講演を要約したものです。

文責（社）名古屋西法人会

名古屋市内９法人合同講演会

「新たな日本の
　　針路を考える」

日　時	 平成24年２月21日(火)

会　場	 中京大学文化市民会館

講　師	 外交ジャーナリスト・作家

	 手 嶋 龍 一  氏

2012年は
“天下動乱の年”

2012 年は世界の動向のカ

ギを握っている大国の指導者が

軒並み交替する“天下動乱の年”

です。

アメリカ大統領選挙は11月

６日に行われます。オバマ大統

領の再選か？チャレンジャーの

共和党の最有力候補は中道に近

い穏健派のロムニー氏が頭角を

現すのか？

アメリカ大統領選挙はアメリ

カンマラソンと言われるように

１年間にわたって苛酷な戦いを

します。

少しでも発言を間違えたりす

ると失脚してしまう厳しい戦

いで、生半可な気持ちでは立候

補できない仕組みになっていま

す。

ロムニー氏は大統領候補に選

ばれるために、政策を保守派に

近づくように右に舵を切ってい

ますが、中道の無党派層の票も

獲得しなければ過半数が得られ

ません。

現職の大統領が再選できる絶

対的な条件は「アメリカ経済全

体が上向いている」と国民に印

象づけることなのですが、それ

を裏付ける失業率は8.5％前後

ですから、オバマ氏の再選は高

いハードルがあると思います。

しかしオバマ氏は生半可な覚

悟で大統領を目指してはいませ

ん。

アメリカのもっとも右派勢力

のミリシアは、独自に武装し私

的な文化をもっていて、神聖な

大統領職を黒人に渡したくない

という思想をもった集団ですの

で、オバマ氏は暗殺される危険

があります。

もうひとつ、アメリカ大統領

の重大な責務は、コロラドにあ

る核ミサイルを発射するボタン

を握っていることです。オバマ

大統領は暗殺の危険性と、核戦

争の最後の審判者という２つの

責務を背負っていますから、心

身は鋼のように鍛えられていま

す。

ある放送局で、右派の代表的

論者である田母神幕僚長と話を

したのですが、田母神氏は「日

本は核武装すべきだ」と言われ

ましたので、私は「もし日本が

核武装したとして、菅直人総理

に核のボタンを委ねていいと

思っていますか？」と問い返し

ましたら、「それはありえませ

ん」と言われました。本当に鍛

えられたリーダーがいない限

り、核武装はありえません。

いま日本が核武装し、民主党
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